
苦手な漢字を 
好きになる実験

2年間の記録



漢字を書くこと

僕にとっては、絵を描くのと同じ感覚 

見て書いて、見て書いて　全体を覚えられない 

集中して見ると、字が動いたりぶれる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



こんなに漢字が 
嫌いになった理由

画数が増えてから混乱した 

何回書いても覚えられない 

思い出せない 

漢字ドリルを写すのに１時間かかる 

一生懸命書いた字が汚いから直される 

漢字の勉強をするだけでがっかりしていた



実験内容
カラーマス 

漢字足し算 

漢字絵カード 

指ドリル 

拡大して書く 

タイピング 

ミチムラ式漢字カード 

ミチムラ式漢字電子書籍



カラーマスを試した 

どこに書いていいか　
混乱した



漢字足し算

先生と対決して 
楽しかったけど、 
記憶に残らなかった



漢字イラストカード

クイズみたいで楽しい 

ちょっと効果はある 

でも、書けない 

漢字と絵が結びついて　　　　
読めるようになった



指ドリル

iPadに指で書いたので　　　
書きにくかった 

タッチペンに変えたらマシ　
だった 

何回書いても　　　　　　　
覚えられなかった



iPadを使って拡大して書く

宿題はできるようになった 

でも、手の運動 

このドリルは情報が多い



タイピングにしてみた

読みは覚えられた 

タイピングが速くなった



ミチムラ式漢字カードを 
試してみた

漢字嫌いのトラウマが邪魔をした 

それでも練習した 

頭に入っても、数日で忘れて　　
記憶に残らない 

大事だと思ったけど、漢字が体が
受け付けなくなっていた



漢字で書けないとテストで評価されない 

悔しかった

絶望的になった



ミチムラ式漢字カードを作られた　　
道村さんからアドバイスをいただいた
漢字の成り立ちの説明を聞いて興味を持った 

一生懸命作っている電子書籍のことを聞いた 

『諦めないで』と応援していただいた 

結果、説明していただいた漢字は記憶に残った 

漢字の成り立ちに興味がわく



成り立ちに 
興味を持ってみると

成り立ちは好き 

焦らず一日5個ずつ見てみる 

時間はかかるけど、本が好きな僕には合っている



印象に残っている漢字の成り立ちや解説



ミチムラ式の 
新しい電子書籍

成り立ちの説明が面白い 

拡大できる 

字もフォントも読みやすい 

イラストが綺麗 

本みたいに読める



電子書籍の感想
絵も綺麗だし、漢字の研究をしている先生が作った物だから　　
わかりやすい 

完成したら、小学校の漢字ドリルに使って欲しい 

でも、タブレットが苦手な人は今までの漢字ドリルが良いと　
思うし、個人で選択できたら良い 

僕は今製作中のものを特別に使わせてもらっています。　　　　
この電子書籍をインストールできるようになるのはもう少し先に
なります。



実験感想
自分に合う方法を見つけれたら苦手意識はなくせる 

アドバイスや応援があれば諦めていたことも　　　　
頑張れるようになる 

ただし、どんなに良い教材でも書けないこともある 

せめて読みは完璧にしようとすることから始める　
ことにした



結果　　　　　　　　　　
まだ好きになってはいない
でも嫌いが少し緩和された



この実験はまだ続きます


